
JP 2019-520601 A 2019.7.18

10

(57)【要約】
高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動の補償のた
めの方法であって、ある領域についての初期の液晶ディ
スプレイ符号値の集合をもつ画像信号を受領する段階と
；前記画像信号の前記領域についての個々のバックライ
ト・パワー・レベルを推定する段階と；前記領域の前記
個々のバックライト・パワー・レベルに基づいて、組み
合わされたバックライト・パワー・レベルを決定する段
階と；前記領域の前記組み合わされたバックライト・パ
ワー・レベルに基づいて透過率の少なくとも一つの変化
を決定する段階と；決定された透過率の前記少なくとも
一つの変化に基づいて初期の液晶ディスプレイ符号値の
前記集合を補正する段階とを含む、
方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　LCD変調器およびバックライトを有するディスプレイにおいて該LCD変調器を制御する方
法であって、当該方法は：
　前記LCD変調器の少なくとも一部の透過レベルを設定するためにLCD符号値を有する画像
信号を受領する段階であって、受領されるLCD符号値は前記LCD変調器の前記少なくとも一
部の第一の応答曲線上での目標透過レベルに対応し、前記第一の応答曲線は、前記バック
ライトの少なくとも一部によって該バックライトの基準出力レベルで照明されたときの前
記LCD変調器の前記少なくとも一部について、LCD符号値の関数として透過レベルを与える
ものである、段階と；
　前記バックライトの前記少なくとも一部の出力レベル値を取得する段階と；
　受領されたLCD符号値および取得された出力レベル値の関数として、適応されたLCD符号
値を決定する段階であって、前記適応されたLCD符号値は、前記LCD変調器の前記少なくと
も一部の第二の応答曲線上での前記目標透過レベルに対応し、前記第二の応答曲線は、前
記バックライトの前記少なくとも一部によって前記取得された出力レベルで照明されたと
きの前記LCD変調器の前記少なくとも一部について、LCD符号値の関数として透過レベルを
与えるものである、段階と；
　前記適応されたLCD符号値に従って、前記LCD変調器の前記少なくとも一部の透過レベル
を設定する段階とを含む、
方法。
【請求項２】
　前記適応されたLCD符号値は、前記バックライトの前記少なくとも一部の前記取得され
た出力レベルの単調減少関数として決定される、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記適応されたLCD符号値は、前記バックライトの前記少なくとも一部の前記取得され
た出力レベルの単調増加関数として決定される、請求項１記載の方法。
【請求項４】
　前記バックライトの前記少なくとも一部の前記取得された出力レベル値は、前記バック
ライトの前記少なくとも一部の推定されたパワー・レベルを表わす、請求項１ないし３の
うちいずれか一項記載の方法。
【請求項５】
　前記適応されたLCD符号値を決定することが、少なくとも部分的には多項式に基づく、
請求項１ないし４のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項６】
　前記適応されたLCD符号値を決定することが、少なくとも部分的にはルックアップテー
ブルに基づく、請求項１ないし５のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項７】
　コンピュータ装置またはシステムによって実行されたときに該コンピュータ装置または
システムに請求項１ないし６のうちいずれか一項記載の方法をｐ実行させる命令を有する
コンピュータ・プログラム・プロダクト。
【請求項８】
　LCD変調器およびバックライトを有するディスプレイのための制御ハードウェアであっ
て、当該制御ハードウェアは：
　前記LCD変調器の少なくとも一部の透過レベルを設定するためにLCD符号値を有する画像
信号を受領する段階であって、受領されるLCD符号値は前記LCD変調器の前記少なくとも一
部の第一の応答曲線上での目標透過レベルに対応し、前記第一の応答曲線は、前記バック
ライトの少なくとも一部によって該バックライトの基準出力レベルで照明されたときの前
記LCD変調器の前記少なくとも一部について、LCD符号値の関数として透過レベルを与える
ものである、段階と；
　前記バックライトの前記少なくとも一部の出力レベル値を取得する段階と；
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　受領されたLCD符号値および取得された出力レベル値の関数として、適応されたLCD符号
値を決定する段階であって、前記適応されたLCD符号値は、前記LCD変調器の前記少なくと
も一部の第二の応答曲線上での前記目標透過レベルに対応し、前記第二の応答曲線は、前
記バックライトの前記少なくとも一部によって前記取得された出力レベルで照明されたと
きの前記LCD変調器の前記少なくとも一部について、LCD符号値の関数として透過レベルを
与えるものである、段階と；
　前記適応されたLCD符号値に従って、前記LCD変調器の前記少なくとも一部の透過レベル
を設定する段階とを実行するよう構成されている、
制御ハードウェア。
【請求項９】
　前記適応されたLCD符号値は、前記バックライトの前記少なくとも一部の前記取得され
た出力レベルの単調減少関数として決定される、請求項８記載の制御ハードウェア。
【請求項１０】
　前記適応されたLCD符号値は、前記バックライトの前記少なくとも一部の前記取得され
た出力レベルの単調増加関数として決定される、請求項８記載の制御ハードウェア。
【請求項１１】
　前記バックライトの前記少なくとも一部の前記取得された出力レベル値は、前記バック
ライトの前記少なくとも一部の推定されたパワー・レベルを表わす、請求項８ないし１０
のうちいずれか一項記載の制御ハードウェア。
【請求項１２】
　前記適応されたLCD符号値を決定することが、少なくとも部分的には多項式に基づく、
請求項８ないし１１のうちいずれか一項記載の制御ハードウェア。
【請求項１３】
　前記適応されたLCD符号値を決定することが、少なくとも部分的にはルックアップテー
ブルに基づく、請求項８ないし１２のうちいずれか一項記載の制御ハードウェア。
【請求項１４】
　LCD変調器と、バックライトと、請求項８ないし１３のうちいずれか一項記載の制御ハ
ードウェアとを有するディスプレイ。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願への相互参照
　本願は、いずれも2016年6月21日に出願された米国仮出願第62/352,677号および欧州特
許出願第16175498.1号の利益および優先権を主張するものである。これらの出願の開示は
ここに参照によってその全体において組み込まれる。
【０００２】
　技術
　本開示は概括的には液晶ディスプレイ（LCD）に関する。より詳細には、本開示の実施
形態は液晶ディスプレイのガンマ補正に関する。
【図面の簡単な説明】
【０００３】
　本開示の実施形態が付属の図面の図において限定ではなく例として示される。図面にお
いて、同様の参照符号は同様の要素を指す。
【０００４】
【図１】本開示のある実施形態に基づく第一の例示的システムを描く図である。
【０００５】
【図２】本開示のある実施形態に基づく発光ダイオード液晶ディスプレイ（LCD）を描く
図である。
【０００６】
【図３Ａ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDの赤色出力を描く図である。
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【図３Ｂ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDの赤色出力を描く図である。
【０００７】
【図４Ａ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDの緑色出力を描く図である。
【図４Ｂ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDの緑色出力を描く図である。
【０００８】
【図５Ａ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDの青色出力を描く図である。
【図５Ｂ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDの青色出力を描く図である。
【０００９】
【図６Ａ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDの赤色出力を描く図である。
【図６Ｂ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDの赤色出力を描く図である。
【００１０】
【図７Ａ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDの緑色出力を描く図である。
【図７Ｂ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDの緑色出力を描く図である。
【００１１】
【図８Ａ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDの青色出力を描く図である。
【図８Ｂ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDの青色出力を描く図である。
【００１２】
【図９Ａ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDの差分透過率を描く図である。
【図９Ｂ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDの差分透過率を描く図である。
【図９Ｃ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDの差分透過率を描く図である。
【００１３】
【図１０Ａ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDの差分透過率を描く図である。
【図１０Ｂ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDの差分透過率を描く図である。
【図１０Ｃ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDの差分透過率を描く図である。
【００１４】
【図１１】本開示のある実施形態に基づく１型LCDの包絡関数およびパワー関数を描く図
である。
【００１５】
【図１２】本開示のある実施形態に基づく２型LCDの包絡関数およびパワー関数を描く図
である。
【００１６】
【図１３Ａ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDのモデリング結果を描く図である。
【図１３Ｂ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDのモデリング結果を描く図である。
【図１３Ｃ】本開示のある実施形態に基づく１型LCDのモデリング結果を描く図である。
【００１７】
【図１４Ａ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDのモデリング結果を描く図である。
【図１４Ｂ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDのモデリング結果を描く図である。
【図１４Ｃ】本開示のある実施形態に基づく２型LCDのモデリング結果を描く図である。
【００１８】
【図１５】本開示のある実施形態に基づく１型LCDのL0およびL1についての例示的な補償
関数形を描く図である。
【００１９】
【図１６】本開示のある実施形態に基づく２型LCDのL0およびL1についての例示的な補償
アルゴリズムの関数形を描く図である。
【００２０】
【図１７】本開示のある実施形態に基づく１型から２型LCDのL0およびL1エミュレーショ
ン関数を描く図である。
【００２１】
【図１８】本開示のある実施形態に基づく２型から１型LCDのL0およびL1エミュレーショ
ン関数を描く図である。
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【００２２】
【図１９】本開示のある実施形態に基づくLCDガンマを補償する第一の方法を描く図であ
る。
【００２３】
【図２０】本開示のある実施形態に基づくLCDガンマを補償する第二の方法を描く図であ
る。
【００２４】
【図２１】本開示のある実施形態に基づくLCDガンマを補償する第三の方法を描く図であ
る。
【００２５】
【図２２】本開示のある実施形態に基づく第二のシステムを描く図である。
【００２６】
【図２３】本開示のある実施形態に基づく第三のシステムを描く図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　〈概要〉
　本開示の第一の側面では、高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動の補償のための
方法であって、ある領域についての初期の液晶ディスプレイ符号値の集合をもつ画像信号
を受領する段階と、前記画像信号の前記領域についての個々のバックライト・パワー・レ
ベルを推定する段階と、前記領域の前記個々のバックライト・パワー・レベルに基づいて
、組み合わされたバックライト・パワー・レベルを決定する段階と、前記領域の前記組み
合わされたバックライト・パワー・レベルに基づいて透過率の少なくとも一つの変化を決
定する段階と、決定された透過率の前記少なくとも一つの変化に基づいて初期の液晶ディ
スプレイ符号値の前記集合を補正する段階とを含む、方法。
【００２８】
　本開示の第二の側面では、高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動の補償のための
方法であって、ある領域についての初期の液晶ディスプレイ符号値の集合をもつ画像信号
を受領する段階と、前記領域についての個々のバックライト・パワー・レベルを推定する
段階と、前記領域の前記個々のバックライト・パワー・レベルに基づいて、組み合わされ
たバックライト・パワー・レベルを決定する段階と、前記領域の前記組み合わされたバッ
クライト・パワー・レベルおよび基準パワーに基づいて透過率の少なくとも一つのデルタ
変化を決定する段階と、決定された透過率の前記少なくとも一つのデルタ変化に基づいて
初期の液晶ディスプレイ符号値の前記集合を補正する段階とを含む、方法。
【００２９】
　本開示の第三の側面では、高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動の補償のための
方法であって、画像信号を受領する段階と、前記画像信号のある領域についての複数の色
を推定する段階と、前記領域についての複数のバックライト・パワー・レベルを推定する
段階と、前記複数の色および前記複数のバックライト・パワー・レベルについて透過率を
測定する段階と、測定された透過率をモデリングする段階とを含む、方法。
【００３０】
　本開示の第四の側面では、高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動を補償する装置
であって、前記液晶ディスプレイのローカルなバックライト・アレイに結合された光パワ
ー測定デバイスと、前記光パワー測定デバイスおよび前記液晶ディスプレイに結合された
補償モジュールとを有しており、前記補償モジュールは、測定された光パワーに基づいて
初期の液晶ディスプレイ符号値の集合を調整する、装置。
【００３１】
　本開示の第五の側面では、高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動を補償する装置
であって、前記液晶ディスプレイのローカルなバックライト・アレイに結合された反射光
パワー測定デバイスと、前記反射光パワー測定デバイスおよび前記液晶ディスプレイに結
合された補償モジュールとを有しており、前記補償モジュールは、反射された光パワーに
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基づいて初期の液晶ディスプレイ符号値の集合を変調する、装置。
【００３２】
　本開示の第五の側面では、LCD変調器およびバックライトを有するディスプレイにおい
て該LCD変調器を制御する方法。本方法は、前記LCD変調器の少なくとも一部の透過レベル
を設定するためにLCD符号値を有する画像信号を受領する段階を含み、受領されるLCD符号
値は前記LCD変調器の前記少なくとも一部の第一の応答曲線上での目標透過レベルに対応
し、前記第一の応答曲線は、前記バックライトの少なくとも一部によって該バックライト
の基準出力レベルで照明されたときの前記LCD変調器の前記少なくとも一部について、LCD
符号値の関数として透過レベルを与える。本方法はさらに、前記バックライトの前記少な
くとも一部の出力レベル値を取得することを含む。本方法はさらに、受領されたLCD符号
値および取得された出力レベル値の関数として、適応されたLCD符号値を決定することを
含む。前記適応されたLCD符号値は、前記LCD変調器の前記少なくとも一部の第二の応答曲
線上での前記目標透過レベルに対応し、前記第二の応答曲線は、前記バックライトの前記
少なくとも一部によって前記取得された出力レベルで照明されたときの前記LCD変調器の
前記少なくとも一部について、LCD符号値の関数として透過レベルを与える。本方法はさ
らに、前記適応されたLCD符号値に従って、前記LCD変調器の前記少なくとも一部の透過レ
ベルを設定することを含む。
【００３３】
　バックライト、たとえばLEDパネルは、一緒になって全発光エリアを形成する複数の発
光領域から構成される発光エリアを有していてもよい。その場合、「前記バックライトの
少なくとも一部」は、中でも、前記発光領域のうちの一つ、前記発光領域のうち隣り合う
複数のもの、あるいは発光エリア全体を指しうる。
【００３４】
　LCD変調器は、一緒になって全透過エリアを形成する複数の透過領域から構成される透
過エリアを有していてもよい。その場合、「前記LCD変調器の少なくとも一部」は、中で
も、前記透過領域のうちの一つ、前記透過領域のうち隣り合う複数のもの、あるいは透過
エリア全体を指しうる。LCD変調器の透過領域は、それぞれ、前記バックライトの発光領
域のうちの一つまたは複数の発光領域の前に位置されてもよい。
【００３５】
　第一および第二の応答（またはガンマ）曲線は、たとえば実験を通じて、あらかじめ決
定されていてもよい。第一および第二の応答曲線は、複数の異なるバックライト・レベル
についてのそれぞれの応答曲線（それらはLCD変調器の特性曲線である）を含む集合に属
していてもよい。前記複数の異なるバックライト・レベルは、すべての可能なバックライ
ト・レベルを含んでいてもよく、あるいはすべての可能なバックライト・レベルのうちの
代表的なサンプル（あるいは他の何らかの好適な部分集合）だけを含んでいてもよい。
【００３６】
　いくつかの実施形態では、適応されたLCD符号値は、前記バックライトの前記少なくと
も一部の前記取得された出力レベルの単調減少関数として決定される。いくつかのLCD変
調器では、透過率はバックライト出力レベルとともに増大する。よって、そのようなLCD
変調器の制御においては、適応されたLCD符号値はバックライト出力レベルとともに単調
減少する。たとえば、同じ受領されるLCD符号値について、バックライト出力レベルの低
下の結果、前記適応されたLCD符号値が同じであるまたはより低くなる。
【００３７】
　いくつかの実施形態では、適応されたLCD符号値は、前記バックライトの前記少なくと
も一部の前記取得された出力レベルの単調増加関数として決定される。いくつかのLCD変
調器では、透過率はバックライト出力レベルとともに減少する。よって、そのようなLCD
変調器の制御においては、適応されたLCD符号値はバックライト出力レベルとともに単調
増加する。たとえば、同じ受領されるLCD符号値について、バックライト出力レベルの増
加の結果、前記適応されたLCD符号値が同じであるまたはより高くなる。
【００３８】
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　いくつかの実施形態では、前記バックライトの前記少なくとも一部の前記取得された出
力レベル値は、前記バックライトの前記少なくとも一部の推定されたパワー・レベルを表
わす。当業者は、前記バックライトの前記少なくとも一部のパワー・レベルを推定する数
多くの好適な方法を認識するであろう。これらの方法は、好適な測定デバイス、たとえば
バックライトによって発される直接光または反射光を感知するデバイスを使うことに関わ
ってもよい。
【００３９】
　〈例示的実施形態の説明〉
　今日使われているディスプレイ・モニターの大半は、薄膜トランジスタ（TFT）ベース
の液晶ディスプレイ（LCD）パネルおよび発光バックライトを有する。もともとはバック
ライトはLCDパネルの真後ろにあって、空気スペースおよび拡散板によって離間された蛍
光管の集合であった。発光ダイオード（LED）が蛍光管の代わりとなり、早期の消費者向
け実例では、LEDの長方形アレイで構成され、発光場の、より高い空間的一様性を許容す
るために拡散板と連携していた。この場合、LED駆動レベルは、バックプレーンにおける
蛍光管を利用するシステムに見られるものと同様の一様な光場を生成するよう制御された
。
【００４０】
　LEDベースのLCDモニターと並行して、有機発光ダイオード（OLED）モニターが開発され
た。それぞれの個別のピクセルを有機LEDが形成し、画面に非常に高いコントラスト比を
与える。欠点は、寿命が短く、コストが高いことであった。
【００４１】
　LEDベースのLCDディスプレイ製造業者は、バックプレーンにより多くのLEDを追加する
ことによって、ピクセル当たりの光密度をさらに高めた。さらに、ディスプレイ処理パイ
プラインは、より高い局所的な輝度を生じるために、バックプレーンLEDを個別に制御す
ることを始めた。モニターの単位面積当たりの光密度のこの上昇は、熱ホットスポットと
いう代償を伴った。
【００４２】
　液晶材料は温度変化に影響を受けないわけではない。局所的な光エネルギー強度におけ
るこの上昇は、局所的な温度の上昇をもたらし、それはひいては液晶材料の応答の変動に
つながった。
【００４３】
　使用されている基礎になるLCD技術に依存して、いくつかの場合には、応答曲線は、上
昇した温度とともに増大したLCD透過率を与え、他の場合には応答曲線は、上昇した温度
とともに低下した透過率を与えた。よって、より高い彩度、より高い輝度およびより高い
コントラストといった追求されていたまさにその属性が、モニター面を通じた変動するガ
ンマ応答という代償を伴っていたのである。局所化されたエネルギーの増大によって駆動
されるこの系統的な変動が、本開示において対処される一つの項目である。LCDベースの
モニターからの一様であり予測可能な光出力を保証しつつ、いかにして、より大きな彩度
、輝度およびコントラストを保持できるだろうか。
【００４４】
　液晶ディスプレイ（LCD）技術の使用は、消費者向けおよび業務用のモニターの分野に
おいて今やどこにでもある。LCDを使った最も素直なディスプレイ実装では、一様かつ概
して大面積のバックライトが、透過型LCDパネルと連携して使われる。透過型LCDパネルは
、そのパネルのアドレッシング可能なピクセル分解能に基づいて画像を変調する。
【００４５】
　より洗練された実例も見られ、LCDピクセルと相補的な仕方でそれ自身が空間的に変調
されうる発光バックプレーンを利用する。デュアル変調として知られるこの方法は、より
高いレベルの局所的なコントラストを与えることができ、四つ以上の個別ゾーンをもちう
る消費者テレビジョンから1500～6000のゾーンをもつ業務用製品までに見られる。場合に
よっては、この方法を使って、20000:1を超えるコントラスト比が達成されうる。
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【００４６】
　液晶材料のスイッチング応答時間は温度に依存し、そのことは駆動レベルに対する透過
応答に直接の影響をもつ。LCDシステムは根本的には、周期的な時間的信号を使って駆動
され、上昇および下降時間の変化は透過される光の量に影響し、これはシステムの有効ガ
ンマ挙動を変える。高ダイナミックレンジのデュアル変調ディスプレイ・システムについ
ては、LCDパネルは、バックプレーンからのずっと高い光強度を受ける。
【００４７】
　光の多く、94%程度はLCDによって吸収されるので、これは、パネル自身での局所的な温
度の有意な上昇につながりうる。かかる上昇は、バックプレーンからの光場における局所
的な変動に相関しうる。上昇した周囲温度によって引き起こされるパネル・ガンマに対す
るグローバルな変化に加えて、バックプレーン・イメージにおけるホットスポットによっ
て誘起されるガンマの局所的な変化もありうる。
【００４８】
　図１は、図１９～図２１の実施形態を実装するための目標制御ハードウェア（１０）（
たとえばコンピュータ・システム）のある例示的実施形態である。この目標制御ハードウ
ェアは、プロセッサ（１５）、メモリ・バンク（２０）、ローカル・インターフェース・
バス（３５）および一つまたは複数の入出力装置（４０）を有する。プロセッサは、図１
９～図２１の実装に関係した一つまたは複数の命令を実行してもよい。これは、メモリ（
２０）に記憶された何らかの実行可能なプログラム（３０）に基づいて、オペレーティン
グ・システム（２５）によって提供される。これらの命令は、ローカル・インターフェー
ス（３５）を介して、該ローカル・インターフェースおよびプロセッサ（１５）に固有の
何らかのデータ・インターフェース・プロトコルによって指定されるように、プロセッサ
（１５）に搬送される。ローカル・インターフェース（３５）は、コントローラ、バッフ
ァ（キャッシュ）、ドライバ、リピーターおよびレシーバーといった、概してプロセッサ
・ベースのシステムの複数の要素の間でアドレス、制御および／またはデータ接続を提供
することに向けられたいくつかの要素の記号的な表現である。いくつかの実施形態では、
プロセッサ（１５）は、いくつかのローカル・メモリ（キャッシュ）を備えていてもよく
、いくらかの上乗せされる実行速度のために、実行されるべき命令の一部をそこに記憶し
てもよい。プロセッサによる命令の実行は、ハードディスクに記憶されたファイルからデ
ータを入力する、キーボードからコマンドを入力する、タッチスクリーンからデータおよ
び／またはコマンドを入力する、データをディスプレイに出力するまたはデータをユニバ
ーサルシリアルバス（USB）フラッシュドライブに出力するなど、何らかの入出力装置（
４０）の使用を必要とすることがある。いくつかの実施形態では、オペレーティング・シ
ステム（２５）が、プログラムの実行のために必要とされるさまざまなデータおよび命令
を集めてこれらをマイクロプロセッサに提供するための中心要素であることによって、こ
れらのタスクを容易にする。いくつかの実施形態では、オペレーティング・システムは存
在しなくてもよく、タスクは、プロセッサ（１５）の直接制御下にある。ただし、目標制
御ハードウェア装置（１０）の基本的なアーキテクチャーは図１に描かれているのと同じ
ままであってもよい。いくつかの実施形態では、上乗せされた実行速度のために、複数の
プロセッサが並列構成で使われてもよい。そのような場合、実行可能なプログラムは並列
実行のために特に調整されてもよい。また、いくつかの実施形態では、プロセッサ（１５
）は図１１の実装の一部を実行するのでもよく、他の何らかの部分は、ローカル・インタ
ーフェース（３５）を介して目標制御ハードウェア（１０）によってアクセス可能な入出
力位置に配置された専用のハードウェア／ファームウェアを使って実装されてもよい。目
標制御ハードウェア（１０）は、複数の実行可能なプログラム（３０）を含んでいてもよ
く、それらは独立して、あるいは互いと組み合わせて実行されうる。
【００４９】
　温度ベースの補正の分野では、従来の実装は主として、ある範囲の温度を通じて制御可
能なコントラストまたはガンマを生じるためのLCDシステムの補償に向けられていた。こ
れらは典型的には、LCD近くでの温度プローブの利用を伴うもので、結果として得られる
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測定値が、LCD駆動回路のバイス電圧を調整するために使われる。これらの方法は性質上
、グローバルであり、バックライト変調に起因する温度の空間的な変動に対応するもので
はない。
【００５０】
　本開示では、LCD応答に対する空間的に局所的な調整を達成するための効率的な方法が
記述される。それは特にデュアル変調システムのために有用であり、バックプレーン光エ
ネルギーにおける空間変動が意図的に導入される。本稿は、目標透過率を達成するために
ディスプレイに送られるLCD符号値に対する調整を詳述するが、本方法は、バイアス電圧
への空間依存の調整にも適用されうる。
【００５１】
　本開示では、二つのディスプレイ構成、１型LCDパネルおよび２型LCDパネルが描出され
る。それらの構成は類似点があるが、高強度照明への異なる応答をも示す。本開示が取り
組みたいのは、高強度照明応答におけるこうした相違である。
【００５２】
　例として、１型パネルの場合を考える。規格化された10ビット符号化空間におけるLCD
コードに対するLCD透過率は、図３～図５に示されるように、異なるLEDバックライト強度
について一連のガンマ曲線を生じる。見て取れるように、この特定のパネル・モデルにつ
いて、有効ガンマは、LEDバックプレーン駆動レベルの上昇とともに低下する。LCD透過率
の測定は、比色計、あるいは分光放射計のような他の任意の光測定デバイスを利用して実
行されうる。
【００５３】
　種々のLED駆動レベルについての１型LCDパネルのガンマ曲線は、LED駆動レベルの上昇
とともに有効ガンマの低下を示す。図３は、LCDコードに対する赤チャネルLCD応答および
R　LCD応答の拡大図を示しており、異なるLED駆動レベルについての変化を示している。
図４は、LCDコードに対する緑チャネルLCD応答を示しており、G　LCD応答の拡大図は異な
るLED駆動レベルについての変化を示している。図５は、LCDコードに対する青チャネルLC
D応答を示しており、B　LCD応答の拡大図は異なるLED駆動レベルについての変化を示して
いる。
　図３は１型モニター、赤についてであり、127の入力のWLEDは３１２、255の入力のWLED
は３１４、511の入力のWLEDは３１６、1023の入力のWLEDは３１８、2047の入力のWLEDは
３２０、4095の入力のWLEDは３２２である。
　図４は１型モニター、緑についてであり、127の入力のWLEDは４１２、255の入力のWLED
は４１４、511の入力のWLEDは４１６、1023の入力のWLEDは４１８、2047の入力のWLEDは
４２０、4095の入力のWLEDは４２２である。
　図５は１型モニター、青についてであり、127の入力のWLEDは５１２、255の入力のWLED
は５１４、511の入力のWLEDは５１６、1023の入力のWLEDは５１８、2047の入力のWLEDは
５２０、4095の入力のWLEDは５２２である。
【００５４】
　種々のLED駆動レベルについての２型LCDパネルのガンマ曲線は、LED駆動レベルの上昇
とともに有効ガンマの上昇を示す。図６は、LCDコードに対する赤チャネルLCD応答および
R　LCD応答の拡大図を示しており、異なるLED駆動レベルについての変化を示している。
図７は、LCDコードに対する緑チャネルLCD応答およびG　LCD応答の拡大図を示しており、
異なるLED駆動レベルについての変化を示している。図８は、LCDコードに対する青チャネ
ルLCD応答を示しており、B　LCD応答の拡大図は異なるLED駆動についての変化を示してい
る。
　図６は２型モニター、赤についてであり、127の入力のWLEDは６１２、255の入力のWLED
は６１４、511の入力のWLEDは６１６、1023の入力のWLEDは６１８、2047の入力のWLEDは
６２０、4095の入力のWLEDは６２２である。
　図７は２型モニター、緑についてであり、127の入力のWLEDは７１２、255の入力のWLED
は７１４、511の入力のWLEDは７１６、1023の入力のWLEDは７１８、2047の入力のWLEDは
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７２０、4095の入力のWLEDは７２２である。
　図８は２型モニター、青についてであり、127の入力のWLEDは８１２、255の入力のWLED
は８１４、511の入力のWLEDは８１６、1023の入力のWLEDは８１８、2047の入力のWLEDは
８２０、4095の入力のWLEDは８２２である。
　２型LCDパネルの場合、測定は異なる結果を与える。図６～図８に示されるように、こ
のLCDパネル・モデルについての有効ガンマはLED駆動レベルの上昇とともに増大する。こ
れらのアーチファクトの補正の目的のためには、これらの応答曲線偏差を駆動に対してモ
デル化すること、特に１型および２型のLCDパネルによって示される挙動を記述するモデ
ルをもつことが有益である。
【００５５】
　図３～図８からのプロットは、種々のバックライト・レベルについてLCDコードに対す
るLCD応答の差分変化を表わすよう作り直すことができる。ベースライン応答は、最低バ
ックライト・レベルについて測定されたものであり、このドメインでは光によって誘起さ
れた熱効果は最小であるとの想定である。次の比が考えられる：

【数１】

ここで、
【数２】

は、LCD符号〔コード〕ciおよびLEDパワー・ベクトル→s〔→付きのs〕（R,G,BのLEDチャ
ネル）について、チャネルiについての測定された透過率である。To

i(ci)は、最低バック
ライト駆動レベルについてのLCD応答であり、基準応答であると想定される。
【００５６】
【数３】

のプロットが図９～図１０に示されており、このドメインでは二つのパネルが同様の特性
を示すことを示している：
１）諸デバイスの諸チャネルについて、共通の包絡関数が明白であり、その値は端点で1
に集束する。
２）差分透過率の絶対値はバックライト駆動レベルに依存することがあり、包絡形状はこ
の範囲を通じて比較的一定のままである。
３）１型LCDパネルについては、包絡の絶対値はバックライト駆動の増大とともに単調に
増大する；２型LCDパネルについては、この包絡の絶対値はバックライト駆動の増大とと
もに単調に減少する。
【００５７】
　これらの観察に基づき、LCD符号ciおよびバックライト・パワー・ベクトル→sの関数と
してのLCD応答についての分離可能モデルが構築されうる：
【数４】

【００５８】
　上式において、piはチャネルiについての強度係数であり、１型LCDパネルについては正
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、２型LCDパネルについては負である。
【数５】

は非線形な「パワー」関数であり、諸チャネルを通じて共通であり、バックライト・パワ
ーに対する透過率の変化を記述する。fi(ci)∈[0,1]はチャネルiについての包絡関数であ
り、fi(0)＝fi(1)＝0である。
【００５９】
　図９は、１型LCDパネルについての種々のLED駆動レベルについての相対的な符号値に対
する差分LCD応答である。
【００６０】
　図９は１型モニターについてであり、127の入力のWLEDは赤については９２０、緑につ
いては９３２、青については９４４であり、255の入力のWLEDは赤については９１８、緑
については９３０、青については９４２であり、511の入力のWLEDは赤については９１６
、緑については９２８、青については９４０であり、1023の入力のWLEDは赤については９
１４、緑については９２６、青については９３８であり、2047の入力のWLEDは赤について
は９１２、緑については９２４、青については９３６であり、4095の入力のWLEDは赤につ
いては９１０、緑については９２２、青については９３４である。
【００６１】
　図１０は、２型LCDパネルについての種々のLED駆動レベルについての相対的な符号値に
対する差分LCD応答である。
【００６２】
　図１０は２型モニターについてであり、127の入力のWLEDは赤については１０２０、緑
については１０３２、青については１０４４であり、255の入力のWLEDは赤については１
０１８、緑については１０３０、青については１０４２であり、511の入力のWLEDは赤に
ついては１０１６、緑については１０２８、青については１０４０であり、1023の入力の
WLEDは赤については１０１４、緑については１０２６、青については１０３８であり、20
47の入力のWLEDは赤については１０１２、緑については１０２４、青については１０３６
であり、4095の入力のWLEDは赤については１０１０、緑については１０２２、青について
は１０３４である。
【００６３】
　１型LCDパネル、図１１および２型LCDパネル、図１２の例について、モデル・パラメー
タを下記の表にまとめておく。これらのモデル・コンポーネントを使って、図８～図９か
らの測定されたデータへの当てはめが１型LCDパネルについては図１１に、２型LCDパネル
については図１２に示されている。これは、一つのモデルを使って、非常に異なる特性を
もつ二つのLCDパネル設計の応答を十分に記述しうることを示している。このモデルは、
包絡およびパワー関数ならびに強度係数およびバックライト・エネルギー係数を決定する
よう特徴付けが実行されるなら、他のLCDパネルをも記述しうる。特徴付けは、パネルご
とに必要とされないことがあり、全機器を通じて適用されてもよい。異なるバックライト
強度レベルに関して、低強度測定値に対するガンマ応答の偏差を記述するからである。
【００６４】
　図１１は、赤１１１２、緑１１１４および青１１１０についての１型包絡関数を描いて
おり、右側で、エネルギー関数のデータは１１１６であり、曲線当てはめは１１１８であ
る。
【００６５】
　図１２は、赤１２１２、緑１２１４および青１２１０についての２型包絡関数を描いて
おり、右側で、エネルギー関数のデータは１２１６であり、曲線当てはめは１２１８であ
る。
【００６６】
　表１：LCDモデル・パラメータ
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【表１】

【００６７】
　１型LCDパネル、図１３および２型LCDパネル、図１４について、モデル・パラメータが
上記の表にまとめられている。これらのモデル・コンポーネントを使って、１型LCDパネ
ル、図９および２型LCDパネル、図１０からの測定されたデータへの当てはめである。
【００６８】
　図１３は１型モニターについてであり、127の入力のWLEDは赤については１３２０、緑
については１３３２、青については１３４４であり、255の入力のWLEDは赤については１
３１８、緑については１３３０、青については１３４２であり、511の入力のWLEDは赤に
ついては１３１６、緑については１３２８、青については１３４０であり、1023の入力の
WLEDは赤については１３１４、緑については１３２６、青については１３３８であり、20
47の入力のWLEDは赤については１３１２、緑については１３２４、青については１３３６
であり、4095の入力のWLEDは赤については１３１０、緑については１３２２、青について
は１３３４である。
【００６９】
　図１４は２型モニターについてであり、127の入力のWLEDは赤については１４２０、緑
については１４３２、青については１４４４であり、255の入力のWLEDは赤については１
４１８、緑については１４３０、青については１４４２であり、511の入力のWLEDは赤に
ついては１４１６、緑については１４２８、青については１４４０であり、1023の入力の
WLEDは赤については１４１４、緑については１４２６、青については１４３８であり、20
47の入力のWLEDは赤については１４１２、緑については１４２４、青については１４３６
であり、4095の入力のWLEDは赤については１４１０、緑については１４２２、青について
は１４３４である。
【００７０】
　基本的な構成可能なモデルを備えれば、補正アルゴリズムを構築することが可能となる
。この場合、低いバックライト強度レベルで測定されたものTo

i(ci)を模倣するLCD応答を
達成することが求められる。換言すれば、特定のバックライト駆動強度において、LCD符
号語は、目標透過率が達成されるようバックライト・パワー・レベルの効果を補償するよ
う摂動されてもよい。
　先に導出された透過率モデル
【数６】

が与えられる。
【００７１】
　式(3)は、To

i(ci)に等しい透過率を生じうるLCD符号値の変化Δciを見出すよう反転さ
れてもよい。摂動Δciを推定するために、一次のテーラー展開が使われてもよい。
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【数７】

式(4)は、piq(s)fi(ci)は一般には1よりはるかに小さいとの認識を用いてさらに近似され
てもよい。

【数８】

【００７２】
　L0およびL1は一次および二次の補正関数と記され、多項式関数として、あるいは好まし
くは一次元ルックアップテーブル（1D　LUT）として表現されうる。これらの補正関数はL
CD相対符号値ciという一つの変数に依存する。
【００７３】
　図１５および図１６は、それぞれ１型LCDパネルおよび２型LCDパネルについての補正関
数の例を示している。一次補正関数は１型と２型のLCDパネルについて逆の極性を示して
いる。二次補正関数は一般に、L0に比べて絶対値がずっと小さく、相対コード＝0.9近く
で相対的な強さが、より大きくなる。
【００７４】
　図１５は、１型LCDパネルについて補正関数L0　１５１０およびL1　１５１２を描いて
いる。赤は１５１４および１５２０によって示され、緑は１５１２および１５１８によっ
て示され、青は１５１０および１５１６によって示される。
【００７５】
　図１６は、２型LCDパネルについて補正関数L0　１６１０およびL1　１６１２を描いて
いる。赤は１６１２および１６１８によって示され、緑は１６１０および１６２０によっ
て示され、青は１６１４および１６１６によって示される。
【００７６】
　前記モデルおよびそのその後の反転を備えれば、今やLCDピクセル・サイトについてのL
CD補償のための諸段階を構築することが可能となる。
１）LCDチャネルに対応する三刺激XYZ値のような個々のバックライト駆動に関連する光場
シミュレーション（LFS:　light　field　simulation）に基づいてR、G、Bのバックライ
ト光パワー・レベルを推定する。これら三つの和は一つの三刺激セットXYZLFSを生じ、そ
れが相対的なR、G、Bバックライト・パワー・レベルsi∈[0,1]を推定するために使用され
てもよい。

【数９】

ここで、Nは3×3行列である。
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２）バックライト・パワーs＝βRRLED＋βGGLED＋βBBLEDを決定する。ここで、βiはバ
ックライト・エネルギー係数に対応する。
３）通例低次多項式または（実数値の）ローラン級数であるパワー関数q(s)の値を決定す
る。
４）Ti

o(ci
o)を反転させることによって初期のLCD符号値ci

oを決定する。この段階は、LC
D補償なしのデュアル変調パイプラインにおいてすでに実行されていてもよいことを注意
しておく。完全性のためここに含めた。
５）ci

oからL0およびL1の値を決定する。これは、多項式を介して、あるいは好ましくはm
ビットの1Dルックアップテーブルを使って実行されてもよい。ここで、mは16であっても
よい。
６）補正されたLCD符号値：
　ci＝ci

o－qL0＋q2L1　　　　(7)
を決定する。いくつかのLCDパネルについては、一次補正項（L0）だけ利用すれば十分で
あることがあり、よって全体的な計算量を減らすことを注意しておく。
【００７７】
　〈LCDエミュレーション〉
　ある種の場合には、特定のLCDモデルの応答の挙動をエミュレートすることが望ましい
ことがある。たとえば、コンテンツがLCD補償なしの１型LCDパネルを使うモニター上でマ
スタリングされた場合、コンテンツを、２型LCDパネルを使って構築されたモニター上で
視覚的に等価に見えるようにすることが要求されることがある。カラリストおよび他のク
リエーターは、どのLCDパネルが使われるかに基づく調整を加えることを望まないことが
ある。式(7)に記載されたのと同じアルゴリズムを使って、あるLCDパネルに、別のLCDパ
ネルの光場依存の挙動をエミュレートさせることができる。たとえば、２型LCDパネル上
で１型LCDパネルの差分応答を模倣することができる。
【００７８】
　この場合、目標透過率は、目的装置の透過率であってもよい。符号値補正は次のように
なりうる。
【数１０】

【００７９】
　式(8)および(9)において、上付き添え字「d」は目的（destination）LCDパネルを指す
。２型LCDパネルの１型LCDパネル・エミュレーションおよびその逆のエミュレーションの
ための一次および二次のエミュレーション関数がそれぞれ図１７～図１８に示されている
。この例では、これらの関数の絶対値は図１５～図１６に示したものより大きい。エミュ
レーションは、目標LCDである１型LCDパネルの挙動を近似するために、補正を超えた応答
をパネル、すなわち２型LCDパネルに引き起こすからである。このように、異なるL0およ
びL1関数を使うことのほかは、補正について述べたのと同じアルゴリズムを使って目標LC
Dパネルの特性をエミュレートすることが可能でありうる。
【００８０】
　これらのアルゴリズムがあれば、１型および２型の異なるLCDパネル・モデルをもつ二
つのモニターを使うときに視覚的な一致を達成することが可能でありうる。アルゴリズム
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自身、効率的であり、パイプラインについての処理時間に1～2%の増大を課す。このアル
ゴリズムは、多様な他のLCDパネルに適用されて同様の結果をもちうることが期待される
。
【００８１】
　図１７は、２型LCDパネルをエミュレートする１型LCDパネルについてのエミュレーショ
ン関数L0　１７１０およびL1　１７１２を示す。赤は１７１４および１７２０によって示
され、緑は１７１２および１７１８によって示され、青は１７１０および１７１６によっ
て示される。
【００８２】
　図１８は、１型LCDパネルをエミュレートする２型LCDパネルについてのエミュレーショ
ン関数L0　１８１０およびL1　１８１２を示す。赤は１８１０および１８２０によって示
され、緑は１８１２および１８１８によって示され、青は１８１４および１８１６によっ
て示される。
【００８３】
　図１９は、高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動の補償のための方法であって、
ある領域についての初期の液晶ディスプレイ符号値の集合をもつ画像信号を受領する段階
１９１０と、前記画像信号の前記領域についての個々のバックライト・パワー・レベルを
推定する段階１９１２と、前記領域の前記個々のバックライト・パワー・レベルに基づい
て、組み合わされたバックライト・パワー・レベルを決定する段階１９１４と、前記領域
の前記組み合わされたバックライト・パワー・レベルに基づいて透過率の少なくとも一つ
の変化を決定する段階１９１６と、決定された透過率の前記少なくとも一つの変化に基づ
いて初期の液晶ディスプレイ符号値の前記集合を補正する段階１９１８とを含む、方法を
描いている。
【００８４】
　図２０は、高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動の補償のための方法であって、
ある領域についての初期の液晶ディスプレイ符号値の集合をもつ画像信号を受領する段階
２０１０と、前記領域についての個々のバックライト・パワー・レベルを推定する段階２
０１２と、前記領域の前記個々のバックライト・パワー・レベルに基づいて、組み合わさ
れたバックライト・パワー・レベルを決定する段階２０１４と、前記領域の前記組み合わ
されたバックライト・パワー・レベルおよび基準パワーに基づいて透過率の少なくとも一
つのデルタ変化を決定する段階２０１６と、決定された透過率の前記少なくとも一つのデ
ルタ変化に基づいて初期の液晶ディスプレイ符号値の前記集合を補正する段階２０１８と
を含む、方法を描いている。
【００８５】
　図２１は、高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動の補償のための方法であって、
画像信号を受領する段階２１１０と、前記画像信号のある領域についての複数の色を推定
する段階２１１２と、前記領域についての複数のバックライト・パワー・レベルを推定す
る段階２１１４と、前記複数の色および前記複数のバックライト・パワー・レベルについ
て透過率を測定する段階２１１６と、測定された透過率をモデリングする段階２１１８と
を含む、方法を描いている。
【００８６】
　図２２は、高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動を補償する装置であって、前記
液晶ディスプレイのローカルなバックライト・アレイ２２１０に結合されたパワー測定デ
バイス２２１６と、前記パワー測定デバイスおよび前記液晶ディスプレイに結合された補
償モジュール２２１８とを有しており、前記補償モジュールは、測定されたパワーに基づ
いて初期の液晶ディスプレイ符号値の集合を変調する、装置を描いている。
【００８７】
　図２３は、高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動を補償する装置であって、前記
液晶ディスプレイのローカルなバックライト・アレイ２３１０に結合された反射光パワー
測定デバイス２３１６と、前記反射光パワー測定デバイスおよび前記液晶ディスプレイに
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結合された補償モジュール２３１８とを有しており、前記補償モジュールは、反射された
光パワーに基づいて初期の液晶ディスプレイ符号値の集合を変調する、装置を描いている
。
【００８８】
　本開示に記載される方法は、ハードウェア、ソフトウェア、ファームウェアまたはそれ
らの任意の組み合わせで実装されうる。ブロック、モジュールまたはコンポーネントとし
て記述される特徴は一緒に（たとえば集積論理デバイスのような論理デバイスとして）、
あるいは別個に（たとえば別個の接続された複数の論理デバイスとして）実装されうる。
本開示の方法のソフトウェア部分は、実行されたときに少なくとも部分的には記載される
方法を実行する命令を有するコンピュータ可読媒体を有していてもよい。コンピュータ可
読媒体は、たとえば、ランダムアクセスメモリ（RAM）および／または読み出し専用メモ
リ（ROM）であってもよい。前記命令は、プロセッサ（たとえばデジタル信号プロセッサ
（DSP）、特定用途向け集積回路（ASIC）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（FPG
A）、グラフィック処理ユニット（GPU）または汎用GPU）によって実行されてもよい。
【００８９】
　〈等価物、拡張、代替その他〉
　輝度に基づくLCDガンマ補償に関する例示的実施形態についてこのように記載されてい
る。以上の明細書では、本開示の実施形態について、実装によって変わりうる数多くの個
別的詳細に言及しつつ述べてきた。このように、何が本発明であり、出願人によって本発
明であると意図されているかの唯一にして排他的な指標は、この出願に対して付与される
特許の請求項の、その後の訂正があればそれも含めてかかる請求項が特許された特定の形
のものである。かかる請求項に含まれる用語について本稿で明示的に記載される定義があ
ったとすればそれは請求項において使用される当該用語の意味を支配する。よって、請求
項に明示的に記載されていない限定、要素、属性、特徴、利点もしくは特性は、いかなる
仕方であれかかる請求項の範囲を限定すべきではない。よって、明細書および図面は制約
する意味ではなく例示的な意味で見なされるべきものである。
【００９０】
　本発明のさまざまな側面は、以下の付番実施例（EEE:　enumerated　example　embodim
ent）から理解されうる。
〔ＥＥＥ１〕
　プロセッサによる高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動の補償のための方法であ
って、当該方法は：
　ある領域についての初期の液晶ディスプレイ符号値の集合をもつ画像信号を受領する段
階と；
　前記画像信号の前記領域についての個々のバックライト・パワー・レベルを推定する段
階と；
　前記領域の前記個々のバックライト・パワー・レベルに基づいて、組み合わされたバッ
クライト・パワー・レベルを決定する段階と；
　前記領域の前記組み合わされたバックライト・パワー・レベルに基づいて透過率の少な
くとも一つの変化を決定する段階と；
　決定された透過率の前記少なくとも一つの変化に基づいて初期の液晶ディスプレイ符号
値の前記集合を補正する段階とを含む、
方法。
〔ＥＥＥ２〕
　前記領域の個々のバックライト・パワー・レベルを推定する前記段階が、光場シミュレ
ーションに基づく、ＥＥＥ１記載の方法。
〔ＥＥＥ３〕
　前記領域の個々のバックライト・パワー・レベルを推定する前記段階が、赤、青および
緑についての3かける3行列である、ＥＥＥ１または２記載の方法。
〔ＥＥＥ４〕



(17) JP 2019-520601 A 2019.7.18

10

20

30

40

50

　前記組み合わされたバックライト・パワー・レベルが赤、青および緑についてである、
ＥＥＥ１ないし３のうちいずれか一項記載の方法。
〔ＥＥＥ５〕
　透過率の前記少なくとも一つの変化が、基準パワー設定での測定された透過率の反転で
ある、ＥＥＥ１ないし４のうちいずれか一項記載の方法。
〔ＥＥＥ６〕
　初期の液晶ディスプレイ符号値の前記集合がルックアップテーブルに基づく、ＥＥＥ１
ないし５のうちいずれか一項記載の方法。
〔ＥＥＥ７〕
　初期の液晶ディスプレイ符号の前記補正された集合を量子化する段階をさらに含む、Ｅ
ＥＥ１ないし６のうちいずれか一項記載の方法。
〔ＥＥＥ８〕
　透過率の少なくとも一つの変化を決定する前記段階が多項式に基づく、ＥＥＥ１ないし
７のうちいずれか一項記載の方法。
〔ＥＥＥ９〕
　プロセッサによる高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動の補償のための方法であ
って、当該方法は：
　ある領域についての初期の液晶ディスプレイ符号値の集合をもつ画像信号を受領する段
階と；
　前記領域についての個々のバックライト・パワー・レベルを推定する段階と；
　前記領域の前記個々のバックライト・パワー・レベルに基づいて、組み合わされたバッ
クライト・パワー・レベルを決定する段階と；
　前記領域の前記組み合わされたバックライト・パワー・レベルおよび基準に基づいて透
過率の少なくとも一つのデルタ変化を決定する段階と；
　決定された透過率の前記少なくとも一つのデルタ変化に基づいて初期の液晶ディスプレ
イ符号値の前記集合を補正する段階とを含む、
方法。
〔ＥＥＥ１０〕
　前記領域の個々のバックライト・パワー・レベルを推定する前記段階が、光場シミュレ
ーションに基づく、ＥＥＥ９記載の方法。
〔ＥＥＥ１１〕
　前記領域の個々のバックライト・パワー・レベルを推定する前記段階が、赤、青および
緑についての3かける3行列である、ＥＥＥ９または１０記載の方法。
〔ＥＥＥ１２〕
　前記組み合わされたバックライト・パワー・レベルが赤、青および緑についてである、
ＥＥＥ９ないし１１のうちいずれか一項記載の方法。
〔ＥＥＥ１３〕
　透過率の前記少なくとも一つの変化が、基準パワー設定での測定された透過率の反転で
ある、ＥＥＥ９ないし１２のうちいずれか一項記載の方法。
〔ＥＥＥ１４〕
　初期の液晶ディスプレイ符号値の前記集合がルックアップテーブルに基づく、ＥＥＥ９
ないし１３のうちいずれか一項記載の方法。
〔ＥＥＥ１５〕
　初期の液晶ディスプレイ符号の前記補正された集合を量子化する段階をさらに含む、Ｅ
ＥＥ９ないし１４のうちいずれか一項記載の方法。
〔ＥＥＥ１６〕
　透過率の少なくとも一つの変化を決定する前記段階が多項式に基づく、ＥＥＥ９ないし
１５のうちいずれか一項記載の方法。
〔ＥＥＥ１７〕
　プロセッサによる高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動の補償のための方法であ
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　画像信号を受領する段階と；
　前記画像信号のある領域についての複数の色を推定する段階と；
　前記領域についての複数のバックライト・パワー・レベルを推定する段階と；
　前記複数の色および前記複数のバックライト・パワー・レベルについて透過率を測定す
る段階と；
　測定された透過率をモデル化する段階とを含む、
方法。
〔ＥＥＥ１８〕
　前記モデル化された透過率に基づいてルックアップテーブルを生成する段階をさらに含
む、ＥＥＥ１７記載の方法。
〔ＥＥＥ１９〕
　前記モデル化された透過率に基づいて逆ルックアップテーブルを生成する段階をさらに
含む、ＥＥＥ１７または１８記載の方法。
〔ＥＥＥ２０〕
　高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動を補償する装置であって：
　前記液晶ディスプレイのローカルなバックライト・アレイに結合されたパワー測定デバ
イスと；
　前記パワー測定デバイスおよび前記液晶ディスプレイに結合された補償モジュールとを
有しており、
　前記補償モジュールは、測定されたパワーに基づいて初期の液晶ディスプレイ符号値の
集合を変調する、
装置。
〔ＥＥＥ２１〕
　前記補償モジュールが、測定されたパワーに基づいて透過率の少なくとも一つの変化を
推定する、ＥＥＥ２０記載の装置。
〔ＥＥＥ２２〕
　高輝度場における液晶ディスプレイ応答変動を補償する装置であって：
　前記液晶ディスプレイのローカルなバックライト・アレイに結合された反射光パワー測
定デバイスと；
　前記反射光パワー測定デバイスおよび前記液晶ディスプレイに結合された補償モジュー
ルとを有しており、
　前記補償モジュールは、反射された光パワーに基づいて初期の液晶ディスプレイ符号値
の集合を変調する、
装置。
〔ＥＥＥ２３〕
　前記補償モジュールが、測定された反射光パワーに基づいて透過率の少なくとも一つの
変化を推定する、ＥＥＥ２２記載の装置。
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